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編集用ソフト（アプリ）の入手

• インターネットで探す

インターネットの検索サイト（YahooやGoogle等)で"音源編集ソフト"と入力し、ソフ
トを探します。

・ソフトを選ぶ

いくつか出てきますが、その中で"WavePad"というソフトがあります。このソフトは
無料版と有料版がありますが、無料版でも編集には充分使用出来ますのでこれを
入手します。検索サイトで直接"wavepad"と入力して探してもOKです。

ここにありました



編集用ソフト（アプリ）の入手（２）

• ダウンロードする

無料ダウンロードをクリックしてソフトをダウンロードします。

ダウンロードされたファイルはパソコンのダウンロードフォルダに保存されます。

ダウンロードしたファイルを開き（ファイルを実行）、インストールを行ってください。



WavePadを開き編集開始

• 編集の対象のファイルを開く

ファイル(F)→ファイルを開くで編集する音源ファイルを読み込みます。

下図の例はI Wonderを読み込んでいます。



トリミング

• 音楽の不要な部分をカットします

I Wonderはキューシートでは2'36"でカットするように指定されています。筆者が実
際に2'36"でカットした曲を聴いたところ、もう少し余韻が欲しい気がしたので2'40"で
カットすることにします。

マウスで画面上の2m:30sの少し右を左クリックします。赤いマーカー線がそこに表
示されます。

マウスのホイールを

操作して時間の枠を

調整し、横の枠を動

かして2'40"が画面に

出るようにします。



トリミング（２）

• 赤いマーカー線上にマウスを持っていき、マウスポインターが左右の矢印に変わったら左クリッ
クしてそのまま右方向にドラッグし、音楽の最後までを反転させます。（下写真）

• 「切り取る」アイコンをクリックして反転部分をカットします。

これでトリミングは完了！

実行後



フェードアウト

• トリミングしただけでは音楽が”ブチッ”と切れてしまいます。そこで、音を徐々に小さくするフォー
ドアウトを行います。

• フェードアウトする範囲をマウスでポイント&ドラッグで指定します。下の例では2'34"から一番最
後までを選択しています。

• フェードアウトする時間は曲によって変わりますが、この曲の場合は徐々に小さくしたいので6秒
使って音を消しています。



フェードアウト（２）

• エフェクトのフェードアウトをクリックします。これでフェードアウトは完了！！

実行後



速度変更

・   演奏速度を調整します。この曲は７％速くするように指定されています。

マウスで反転させた範囲があるならば取り消します。何処でも良いので枠内をクリックして反転
を消して下さい。反転させたままだと、その範囲しか速度変更しません。

・   エフェクト(E)→速度変更をクリック

・   速度調整を107%にします。

・   「適用する」をクリックして実行します。これで速度変更完了！！



変更した音源の保存

• 変更した音源を保存します。無料版は保存出来るファイル形式が限られています。MPEG 
Layer 3(*.MP3)またはWave(*.wav)形式で保存してください。

• 下の例ではファイル(F)→名前を付けて保存でMPEG Layer 3(*.MP3)にファイル形式を変更し
て保存しています。



変更した音源の保存（２）

• 保存形式でMPEG Layer 3(*.MP3)を選ぶとオプションの入力を求められます。

　　　ビットレートは数字が大きくなるほど高音質で保存されますが、その分ファイルのサイズが大きく
なります。１２８以上で保存してください。その他の箇所は変更する必要はありません。

　　　OKをクリックして保存してください。

ファイル名の付け方のに決まりはあり

ませんが、元のデータと違うことを解り

易くするために、変更内容をファイル名

の中に加えておくことを推奨します。

例： I Wonder(107%Trim236).mp3
　

これで変更したファイルが保存されま

した。保存先を開いて内容を確認しま

しょう。

あとはいつも使う音源用のフォルダに

移動して使うだけです。


